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	連絡先　滋賀県労働組合総連合内（県労連）大津市梅林１丁目３－３０　２０１８年１１月２０日
電話 077-521-2536　　ＦＡＸ 077-521-2534　　　E-mail: shigaken-roren@aqua.plala.or.jp


※皆さんからの情報をお待ちしています。
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共同センターは下記の資材の普及を行っています。送料はご相談ください。


○憲法共同センターDVD「9条改憲って何？」19分　500円


○憲法会議冊子　　一冊100円（左の写真）


○新しい憲法の話　一冊100円（必読！）


★あたらしいリーフもあります。





　高島市の陸上自衛隊饗場野演習所で迫撃砲が場外で炸裂、市民の車両を損傷させる事件がありました。３年前にも、重機関銃の弾丸が民家の屋根を貫通、畳に刺さるという事件があったのが記憶に新しいところです。


　あいば野で行われている演習は戦争法の具体化と言って間違いない内容です。これまでも、ターバンを巻いた敵役を作り訓練するなど、戦地での行動を見越した内容だと報じられています。到底認められません。そもそも、迫撃砲弾は発射され落下し、信管が作動するとその場で炸裂し部品を四方八方にまき散らして無差別に惨殺する非人道的な武器です。なぜそのようなものが必要なのでしょうか。あいば野では来年１～３月に日米合同演習が予定されています。オスプレイの飛来も予想されます。そのまま開催してよい訳がありません。


　幅広い団体・個人と共同して抗議の取り組みをしようと準備が進められています。下記の日程をご予定くださり、多数の参加で抗議の声を届けましょう。





予定：「住民の命を守り、自衛隊の実弾演習に反対するあいば野集会」


日 時：１２月８（土）　１３時半受付　１４時開会　１６時頃終了


場 所：高島市今津　住吉公園（JR近江今津駅すぐ）


内 容：集会・デモ





通行人に語りかける参加者





　19日、県内12カ所で安倍改憲NO!市民アクションの3000万人署名が取り組まれました。共同センターはJR石山駅で約1時間署名とチラシの配布をしました。参加は7人でした（自由法曹団、滋商連、県労連（全滋賀教組、国公、事務局）、革新懇）。「戦争法はあかん」と署名してくれる若い男性。駆け寄ってきて「します」と署名してくれる若い女性とは高島市での自衛隊の事件について話しが出来ました。


　現在県内で約21万筆、目標は30万筆です。アクション・滋賀は「達成は可能」としてさらなる取り組みを訴えています。引き続き取り組みを広めましょう。








